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米作りを変える。
らくいちシリーズのラインナップをご紹介

①基肥―発肥料②省力化③倒伏軽減
④収量・品質の安定・向上
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楽―
③
で良食味米品種をつくりましょう!

コシヒカリ・あきたこまち等の良食味米品種は倒れやすく、施肥時期と施肥量の見極めが困難でした。

楽―は水稲の生育に適した肥効を提供し、誰でも楽して安心して栽培できる基肥一発肥料です。

容量 :15 /

らくいち/楽―/RAKUICHIは 住友化学(株)の登録商標

●ウニコナゾールPを含む農薬の使用回数 :2回以内 (種子処理は1回、本田1回 )

●全層 :全面施用土壌混和、施用時期 :耕起～代かき時 ●側条 :側条施用 ●― :適用なし
●主な推奨品種は「コシヒカリ。あきたこまち・ひとめばれ」等の長稗性。良食味品種ですが、その他の水稲品種でもお使いいただけます。

楽-21 農林水産省肥料登録 生第86573号  農林水産省農薬登録 第21557号          楽-20W農 林水産省肥料登録 生第90143号  農林水産省農薬登録 第22451号
楽-18 農林水産省肥料登録 生第90142号  農林水産省農薬登録 第22450号          楽-25 農林水産省肥料登録 生第86574号  農林水産省農薬登録 第21558号
楽-20S農林水産省肥料登録 生第86572号  農林水産省農薬登録 第21560号          楽-2フ  農林水産省肥料登録 生第86575号  農林水産省農薬登録 第21559号

倒伏回避のため幼穂形成期穂肥できず
→高度な施肥管理が必要

上記に加えて分げつがとれにくい
→目標収量を目指しにくい

稲の生育に合わせた
理想的な肥効を実現

●銘  柄 :地域・地力・品種に合わせた銘柄を選定し、使用量、使用方法を守つてお使いください。
●播 種 量 :育苗時の一箱当たりの播種量は乾籾で100～ 130gが目安です。

地域、品種の情報を参考に加減してください。過剰な増量は苗の品質低下につながりますので注意してください。

●植付本数 :1株3～5本を目安とし、地域の品種。気象条件・圃場の地力に応じて加減し適正な茎数確保を目指しましょう。

●水 管 理 :有効分げつ確保後は、田面に軽くヒビが入る程度に中干しを行ないます。

土壌条件及び生育状態を考慮して行ない、過度の中干しは避けましょう。

●詳しい施肥設計については、農業技術指導機関等または住友肥料取扱い店に相談ください。

◆ イ主方[化学
アグ回事業部 肥料営業部
〒104-8260東 京都中央区新川二丁目27-1
TEL:03-5543-5783  FAX:03-5543-5944

B-12213-1050′ 000(沢 )

特約販売店

銘 柄 N― P¨ K
ウエコナ
ゾール P
(%)

作物

施用量 (kg/10a)

推奨地域移植 直播

全層 債Il条佃植え時) 全層 側条 (は播時)

楽‐21 21-11-10 0.004

水稲

22.5～ 30 15～ 30 22.5^ψ 30 22.5～ 30

北陸、関東平坦部、西南暖地

※地力、施用方法に合わせて
銘柄を選定してください。

楽‐18 18-12-12 0.004 22.5～ 30 15～ 30 22.5～ 30

楽‐20S 20-11-111 0.002 30^‐40 30～ 40 30´V40

楽-20W 20-12-12 0.003 22.5′ ′ヽ30 22.5～ 30 22.5へ′30

楽-25 25-10-8 0.004 22.5ヘン30 15～30 22.5～ 30
東北、関東山間部、
西南暖地山間部

楽-27 27-10-7 0.004 22.5～ 30 15～ 30 22.5～ 30
東北、3～4月田植え地域の

西南暖地

肥効イメージ(幸垣地、
=た
カウあ場合)
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楽■を使うた栽培のポイント


